
 

 

環境未来都市推進委員会 

（環境モデル都市ワーキンググループ） 
 

議 事 次 第 

 日時：平成２５年７月３日（水） 

    １７：００～１７：３０ 

 場所：永田町合同庁舎１階 第１共用会議室 

 

１．開会  

２．議事 
    第２次アクションプラン策定に向けた、アクションプラン及びフォローアップ 

の見直しについて 

３．閉会 

配布資料一覧 

 
  資料１． 環境モデル都市流れについて 

資料２． 環境モデル都市に係るｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの見直し(案) 

資料３.   環境モデル都市 WG の今後の進め方について 

 

参考資料１． アクションプラン様式変更点 

参考資料２.   フォローアップ様式変更点 



環境モデル都市流れについて

モデル都市
○我が国を低炭素社会に転換していくため、温室効果ガスの大幅削減など

高い目標を掲げて先駆的な取組にチャレンジする都市を「環境モデル都
市」として選定・支援し、未来の低炭素都市像を世界に提示

○地域資源を最大限に活用し、低炭素化と持続的発展を両立する地域モ
デルの実現を先導

【環境モデル都市選定の視点・基準】
①大幅な削減目標、②先導性・モデル性、③地域に適応、④実現可能、
⑤取組の持続性

○選定を受けた環境モデル都市が応募した提案書をもとに作成する計画。
温室効果ガス削減・吸収量の長期、中期目標に向けて直近５年間の
具体的な行動を記載したもの。

【アクションプランの期間】
・第１次アクションプラン：H21～H25（平成20年度選定13都市）
・第２次アクションプラン：H26～H30（平成20年度・24年度選定20都市）

アクションプラン

フォローアップ

○自治体が定めたアクションプランが計画通り実行されているか、下記
の5つの指標に基づいて評価を行い、有識者が助言を行う。
自治体は得られた助言をPDCAに活用する。

【評価指標】
①取組の進捗
②温室効果ガス削減・吸収量
③地域活力の創出
④地域のアイデア・市民力
⑤取組の普及・展開

※評価時期はCO2削減量計算の都合上、年2回に分けて行っていた。
（7月頃：前年度取組のフォローアップ、2月頃：総合評価）

環境モデル都市選定

選定都市アクションプラン策定

アクションプラン開始H21年度

１年目のフォローアップH22年度

２年目のフォローアップH23年度

～

H25年度
・次期アクションプラン策定
・４年目のフォローアップ

H26年度
・次期アクションプラン開始
・５年目のフォローアップ

選定からの流れ

H20年

H21年

資料１
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環境モデル都市 位置図

№ 市区町名 人口 取 組 概 要

①
下川町

（北海道）
3,600 北の森林共生低炭素モデル社会・下川

②
帯広市

（北海道）
168,000 田園環境モデル都市・おびひろ

③
千代田区
（東京都）

50,000 省エネ型都市づくり、エネルギー効率向上

④
横浜市

（神奈川県）
3,690,000 横浜スマートシティプロジェクトの展開

⑤
飯田市

（長野県）
103,000 市民参加による自然エネルギー導入、低炭素街づくり

⑥
富山市

（富山県）
420,000 富山市コンパクトシティ戦略によるＣＯ２削減計画

⑦
豊田市

（愛知県）
420,000 次世代エネルギーとモビリティを活用した低炭素まちづくり

⑧
京都市

（京都府）
1,470,000 人が主役の魅力あるまちづくり、「地域力」を活かした低炭素化活動

⑨
堺市

(大阪府)
840,000 「快適な暮らし」と「まちの賑わい」が持続する低炭素都市

⑩
梼原町

（高知県）
3,800 木質バイオマス地域循環モデル事業

⑪
北九州市
（福岡県）

970,000 アジアの環境フロンティア都市・北九州市

⑫
水俣市

(熊本県)
27,000 環境と経済の調和した持続可能な小規模自治体モデルの提案

⑬
宮古島市
（沖縄県）

52,000 島嶼型低炭素社会システム・「エコアイランド宮古島」

№ 市区町名 人口 取 組 概 要

⑭
新潟市

（新潟県）
808,000 「田園型環境都市にいがた」～地域が育む豊かな価値が循環するまち～

⑮
つくば市
（茨城県）

217,000 つくば環境スタイル“ＳＭＩＬｅ” ～みんなの知恵とテクノロジーで笑顔になる街～

⑯
御嵩町

（岐阜県）
19,000 

地域資源(森林､公共交通､再生可能エネルギー等)を活かした低炭素コミュニ
ティ「みたけ」の実現

⑰
尼崎市

（兵庫県）
451,000 「ＥＣＯ未来都市あまがさき」へのチャレンジ

⑱
神戸市

（兵庫県）
1,542,000 神戸市環境モデル都市

⑲
西粟倉村
（岡山県）

1,600 「上質な田舎」を目指した、低炭素モデル社会の創造

⑳
松山市

（愛媛県）
513,000 環境と経済の両立を目指して「誇れる環境モデル都市まつやま」

【平成20年度選定都市】

【平成24年度選定都市】
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環境モデル都市アクションプランについて

①概要

選定を受けた環境モデル都市が提案書をもとに作成
する計画。

温室効果ガス削減・吸収量の長期、中期目標に向け
て直近5年間の具体的な行動を記載したもの。

第１次アクションプラン
・H21～H25（平成20年度選定13都市）

第２次アクションプラン
・H26～H30（平成20年度・24年度選定20都市）

②期間

１．全体構想
１－１．現状分析

・温室効果ガスの排出実態等
・関係する既存の行政計画

１－２．削減目標
・削減目標
・削減目標についての考え方
・フォローアップの方法

１－３．地域活力の創出等

２．取組内容
・取り組み方針
・5年以内に具体化する取り組みに関する事項
・取り組みスケジュール

３．取組体制
・行政機関内の連携体制
・地域住民等との連携体制
・大学、地元企業等の知的資源の活用

③構成内容

④アクションプラン（例）
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環境モデル都市フォローアップについて

①概要
自治体が定めたアクションプランが計画通り実行さ れ
ているか、5つの指標に基づいて評価を行い、有識者
が助言を行う。自治体は得られた助言をPDCAに活用
する。

毎年7月に取組状況、1・2月にCO2削減・吸収量と総
合評価のフォローアップを行う。

②時期

下記の指標を５段階評価し、レーダーチャートで表示。

A：取組の進捗
進捗状況結果を点数化し評価

B：温室効果ガスの削減・吸収量
取組によっては発現した温室効果ガスの削減・吸
収量と、アクションプランに掲げる削減目標の達成
への寄与度を評価

C：地域活力の創出
当該都市の持続的な発展に資する成果を評価

D：地域のアイデア・市民力
「地域のアイデア、特性を生かした取組」や市民参
加・市民力強化に資する取組」の先駆性、モデル
性と共に、その取り組みの実施による成果を評価

E：取組の普及・展開
地域内外に普及・展開（他団体との連携も含む）し
た成果を評価

③方法

④評価シート（例）
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第２次アクションプラン策定に向けた、アクションプラン及びフォローアップ1 
の見直しについて(案)  2 
 3 
〔目的〕 4 
 ・客観的でわかりやすいものとする。 5 
・都市の意欲を高める方向にする 6 
 7 

〔内容〕 8 

１． アクションプラン 9 

 平成 20 年度選定の 13 都市の第２次アクションプラン策定にあたっては、こ10 
れまで 5年間の取組みの進展を踏まえて、取組をさらに発展させる方向で、提11 
案書の内容から変更することが出来る。（第２次アクションプランの全体の考え12 
方、取組の基本方針などについて、環境モデル都市ＷＧの了承を得る）。 13 
 14 

① 単年度の目標設定 15 
１年毎の CO2 削減目標値を記載する。 16 
単年度の取組み目標を記載する。その際可能な限り定量化する。 17 

② 記載事業の絞り込み 18 
主要事業のみについて、個別事業の取組みを記載する。 19 
主要事業の選定については、環境モデル都市 WG の了承を得る。 20 
【主要事業の選定基準】 21 

   イ CO2の削減に寄与する主要な事業（削減量全体の概ね 7割を満たす程度） 22 
   ロ 先導性、モデル性、地域の独自性が高い事業 23 
③ 評価対象事業の特定 24 

主要事業の中で、評価項目 C（地域活力の創出）、D（地域のアイデア、25 
市民力）、E（取組の普及・展開）の評価対象となる取組みをアクション26 
プランにおいて、特定（紐付け）する。 27 
 28 

２． フォローアップ 29 

（１）アクションプランの見直しに伴う、フォローアップの見直し。 30 
① 単年度達成度の把握 31 

・１年毎の CO2 削減目標に対する達成度を記載する。 32 
・単年度の取組み目標に対する事業進捗状況を記載する。 33 

② 評価項目 A（取組の進捗）の評価対象 34 
主要事業のみを対象とする（主要事業のみについて、個別事業に関する35 
進捗状況を記載する）。 36 

③ 評価項目 C、D、Eの評価対象 37 
アクションプランで予め特定した事業を対象とする。但し、新規事業の38 
追加を認めないものではない。 39 
 40 

（２）フォローアップの早期化・主体の明確化 41 
  ①これまで二回（7 月に取組状況、1－2 月に CO2 削減・吸収量と総合評42 

資料２ 



価）実施していたフォローアップを一本化し、レーダーチャートによる43 
総合評価を事業実施年度の翌年上半期までに実施する。その際、評価項44 
目 B の温室効果ガスの削減・吸収量は、前々年度分を評価する。 45 

  ②フォローアップの案は各都市の自己評価に基づき作成し、これを環境未46 
来都市推進委員会が第三者評価して公表する。 47 

 48 
（３）5年間の計画終了後に“総括評価”を導入。 49 
   第 1 次アクションプラン（平成 21 年度から平成 25 年度まで）終了後に、50 

5 年間の取組の成果について“総括評価”を行う。 51 
 52 
（４）ベストプラクティス表彰を実施。 53 

① 各環境モデル都市が相互に切磋琢磨する環境を整備し、都市の意欲を54 
高め、取組のさらなる推進を目指すために、ベストプラクティス表彰を55 
実施する。 56 

② ベストプラクティス表彰の実施は 3 年に 1 度程度とする。 57 



環境モデル都市WGの今後の進め方について

第1回 会議

【環境モデル都市募集】

○追加選定募集要領決定

○ヒアリング審査

○アクションプランの認定
案の助言

７月３日

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

第2回 会議
H24年度環境未来
都市計画の評価

資料３

第3回 会議
環境モデル都市選定推薦案の
決定

環境モデル都市WG関連
≪追加選定関連≫ ≪ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ/ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ関連≫

○第2次ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ策定にむけたｱｸ
ｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ及びﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ方法の見
直し方針

本委員会

○各都市の第2次アクションプラ
ン基本方針についての都市
ヒアリング

○選定都市推薦原案の作成
及び委員会への助言

【各都市からの第２次アクショ
ンプラン提出】

○平成24年度フォローアップ

○書面審査



アクションプラン見直し①

単年度の削減見込み欄を追加

1

スケジュール欄を拡充し、
単年度の削減目標と積算の欄を追加

様式３ 削減見込みの推計

新たに1年毎の削減目標を加える。

様式４ 取組内容詳細個票

資料２－１

CS845524
テキストボックス
参考資料１



アクションプラン見直し②

評価項目Ｃ，Ｄ，Ｅの対象事業を予め特定する。

フォローアップ項目の欄を追加

2

評価項目Ｃ，Ｄ，Ｅの対象事業であることが
わかるように、フォローアップ項目欄を追加

様式３ 削減見込みの推計

様式４ 取組内容詳細個票



フォローアップの見直し①

アクションプランに掲げた１年毎の目標値に対する達成度を記載する。

単年度の削減量及び
取組の目標欄を追加

1

資料２－２

CS845524
テキストボックス
参考資料２



フォローアップ項目の欄を追加
（アクションプランのひもづけ）

アクションプランで予め特定した事業について目標の達成度合いを評価する。
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フォローアップの見直し②

フォローアップの早期化（ＰＤＣＡの強化）

温室効果ガスの削減・吸収量は
数値の確定している前々年度分を記入

取組の課題と改善点の欄を追加
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